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東京都都市づくり公社 第 31回評議員会議事録 

 

１ 開催日時     令和８年３月 26日（木）  

午前 10時から午前 10時 35分 

 

２ 開催場所     京王プラザホテル八王子 ４階 宴 

             東京都八王子市旭町１４-１ 

 

３ 評議員の現在数  １７名 

 

４ 定 足 数   ９名 

 

５ 出 席 評 議 員  10名 

評議員 山﨑 栄    評議員 關野 杜成  評議員 岩佐 行浩 

評議員 村松 俊孝  評議員 清水 登志子 評議員 末村 智子 

評議員 藤井 寛行  評議員 吉川 徹      評議員 山本 卓  

評議員 竹内  直文   

 

６ 出 席 役 員  10名 

理事長 見 隆士   理 事 荒井 俊之     理  事  若月 雅   

理 事 駒沢 広行   理 事 小川 裕司     理  事  細谷 文雄 

理 事 加藤 仁美   理 事 大矢 恵一     監 事 西垣 淳 

監 事 山口 敬子 

 

７ その他出席者  ７名 

宮崎総務部長、須崎まちづくり部長、奥田下水道部長、飯箸事業企画部長、 

       杉本経営改革担当部長、竹内調整担当部長、若月まちづくり担当部長、齋藤

事業改革担当部長、真島都市づくり調査室長 
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８ 議   題 

第１号議案  令和８年度公益財団法人東京都都市づくり公社事業計画及び

予算について（案） 

第２号議案  評議員及び役員の報酬等に関する規程の一部改正について（案） 

 

９ 議事の経過及びその結果 

（１）定足数及び議長 

事務局より、評議員総数 17名のうち 10名が出席し、定足数を満たし

ていることを報告した。 

見理事長の挨拶の後、評議員間の互選により藤井評議員が議長に選

出される。 

藤井議長が議長以外の議事録署名人について、末村智子評議員及び竹

内直文評議員を議事録署名人とすることを諮り、了承を得た。 

 

（２）第１号議案  令和８年度公益財団法人東京都都市づくり公社事業計画及び 

予算について（案） 

    総務部長が、令和８年度公益財団法人東京都都市づくり公社の事業計画（案） 

及び予算（案）について説明した。 

 

議長が意見等の有無を確認したところ、評議員から以下の質問・意見等があ

った。 

（意見１） 

   土地区画整理事業や下水道事業というのは、一つの小さい自治体では担い切

れないところで、大変助かっている事業であるが、その中で、都市機能更新事

業の中には、東京都が進めている木密の解消など不燃化を口実とした特定整備

路線が含まれている。この特定整備路線の中には、住民合意がまだ取れていな

い路線がたくさんある。多くの人たちから異論も出ているので、住民の合意な

く、そういうことを強引に進めていく、そういう事業を受託することには賛同

しかねるため、この１号議案については反対を表明し、採決をお願いする。 

 

説明終了後、議長が採決を求め、挙手多数により原案どおり可決。 
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（３）第２号議案  評議員及び役員の報酬等に関する規程の一部改正について（案） 

総務部長が、評議員及び役員の報酬等に関する規程の一部を改正することにつ 

いて説明した。 

（質問１） 

   都市づくり公社の役員に占める女性の割合について教えていただきたい。 

（回答） 

令和８年３月現在、公社役員のうち女性役員は２名で、全役員に占める女性

の比率は 20%となっている。 

（質問２） 

東京都は、女性の管理職、役員の割合を 30%に引き上げるという目標を持って

いるが、都市づくり公社では、女性の役員の占める割合を引き上げることにつ

いて、数値目標や計画はあるのか。 

（回答） 

   女性役員の登用については、東京都の政策連携団体として、2026 年度までに

女性役員割合を 30%とする目標を掲げている。また、昨年 12月に制定された「東

京都雇用・就業分野における女性の活躍を推進する条例」の趣旨に鑑み、特定

の性別に偏らない組織づくりを推進していくため、積極的な登用が必要である

と認識している。今後も、折に触れてそのように努力してまいる。 

 

説明終了後、議長が採決を求め、出席評議員全員一致で原案どおり可決。 

 

 

以上により、東京都都市づくり公社第 31回評議員会の議事を全て終了し、午 

前 10時 35分閉会した。 

 

 


